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4
m汚
に

綴

絞

昭
詰
年
ナ
長
野
察
本
総
芝
対
的
年
言
語
持
よ
い
よ
柔
道
間
出
町
阿
弥
在
期
間
小
字
絞
め
殺
ぷ
に
つ
い
護
千
中
小
校
怒
り
州
向
日

し
、
早
期
設
液
を
要
請
1
ど
さ
ま
L
た
め
叫
将
棋
棋
に
つ
い
て
は
、
肺
柳
本
持
続
ブ
口
て
は
、

W
H
m
閥
抗
北
織
的
問
開
発
鳩
山
内
内
に
は
、
文
郎
街
並
以
れ
骨
M
W
泌
U
H
I
紛
れ
も
と

が
、
長
年
円
運
動
が
突
を
J

何
ひ
こ
め
メ
ネ
グ
ト
チ
!
ム
を
設
置
L
、
解
決
策
小
月
中
校
瑚
絡
を
総
保
し
、
間
開
発
行
為
品
口
籾
係
機
関
向
指
池
小
の
も
と
に
、
A

川市ぷ山政

ほ
ど
耐
用
酬
宮
本
部
で
は
、
出
三
半
務
地
を
円
見
い
出
す
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
的
立
替
施
行
に
よ
り
、
如
何
年
4
H月
約
以
後
約
半
矧
療
現
化
に
秘
力
し
ま
寸
心

賎一括
m滞
納
…
酬
波
山
げ
つ
お
お
れ
れ
誌
を
司
自
主
計
町
内
り
九
十
誇
れ
れ
れ
十
日
間
教
警
委
員
会
施
政
方
針

機
口
総
い
叩
ル
地
淡
準
備
織
に
つ
い
て
は
、
絞
り
州
知
む
噂
え
で
す

φ

糊慨げふ
W
W
蝋
泌
を
行
い
‘
出
品
年
秋
に
柏
叫
が
悌
設
に
よ
り
祭
織
を
悶
る
と
と
も
に
、
金
一
一
一
つ
の
教
育
祭
擦
と
重
点
施
策
*
中
学
校
2
校
の
柔
剣
道
場
一
連
辻

町
四
年
療
で
全
体
的
別
行
、

loo-Pめ
な
お
、
総
夜
、
予
終
潟
水
酬
は
織
化
対
や
絞
絞
殺
と
し
て
間
同
線
ぜ
き
る
よ
ワ
事
八
台
数
絞
め
紘
酬
明
改
修
ま
た
は
強
制
排
永
①
「
気
力
た
く
ま
し
〈
田
中
い
や
u
H

，
と
v
H
*
並
本
小
庭
内
山
地
動
川
崎
、
フ
ル
塗
設

H
W
ん
を
ふ
芯
了
す
る
見
込
ん
で
す
。
今
総
務
議
会
ぞ
は
、
本
…
減
努
磯
一
計
恥
闘
争
鍛
滋
一
が
燃
や
h
れ
る
ニ
と
い
も
り
ま
し
た
包
ポ
ヨ
/
ブ
絞
殺
耐
乏
給
総
を
加
、
た
ゐ
線
表
省
心
的
あ
る
入
問
盗
は
か
な
ふ
役
あ
る
ユ
棋
に
仰
け
フ
吋
辺
安
出
版
へ
の
り
誇
に
っ

と
も
童
特
転
方
式
的
方
針
の

L
と
「
内
定
す
る
た
め
の
回
総
討
議
歳
、
資
料
的
布
佐
駅
A

な
め
:
心
と
し
を
刊
行
い
ま
す
。

y
rも
め
時
同
淡
い
ゆ
と
り
あ
る
山
よ
い
で

事
業
主
選
プ
ず
る
考
え
で
す
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収
集
主
事
務
を
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め
て
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念
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沼

再
開
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
‘
さ
ら
に
‘
ヘ
ド
ロ
波
漆
卒
業
的
見
渡
印
年
皮
、
布
佼
地
淡
に
お
け
る
針
験
機
、
都
下
北
柏
崎
氏
泌
総
機
感
d

綴
と
併
行
し
て
を
め
慈
し
、
機
崎
町
な
品
斜
線
料
間
約
機
然
と
社
常
総
驚
と
務
総
綴
お
ん
謝
申
轍

準
策
同
組
合
国
司
事
会
で
事
業
計
画
が
挨
討
し
を
盛
る
と
と
も
に
.
大
津
町
、
大
堀
開
発
、
保
全
円
以
体
的

γ
口
グ
ラ
ム
の
総
本
総
務
僚
を
肉
コ
て
い
き
ま
す
が
、
や
校
教
彩
枇
臨
時
制
約
慾
淡
い
'
努
め
ま
す
~
場
校
鳥
山
仙
組
制
刊
に
附
附
す
る
術
開
凡
詮
議
淡
な

さ
れ
て
い
ま
す
一
U
3
月
中
に
は
理
事
会
山
内
の
本
皆
同
汚
滋
魚
前
向
島
且
向
山
削
減
を
一
回
る
作
成
に
着
手

t
ま
し
た
コ
そ
の
第
一
段
主
総
的
対
鍛
と
し
て
は
、
脱
称
叫
柳
本
総
③
吋
心
め
か
よ
う
泌
域
役
会
っ
く
り
と
の
挽
絢

に
よ
る
判
断
を
行
い
、
総
会
で
決
定
き
た
め
、
時
間
緩
品
川
に
努
カ
し
て
い
き
ま
す
。
滞
と
し
て
、
中
綴
鎗
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を
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ま
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た
パ
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仲
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縫
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検
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燃
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e
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前
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に
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す
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潟
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を
コ
努
め
ゐ
号
、
え
小
、
す
硲
や
刊
刊
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尚
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一
体
ど
な
コ
ハ
~
由
同
然
域
滅
的
交
え
印
肉
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向
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成
、

μ
山
山
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術
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い
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一
紙
淡
L

船
小
中
校
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掛
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地
冷
静
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r
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S
月
完
成
緑
化
実
現
と
当
極
的
対
策
と
し
て
の
ラ
は
、
昭
和
軍
事
業
童
号
機
で
昨
意
識
的
心
的
管
内
守
、
犯
い
…

J

ば
い
滋
学
校
議
後
と
体
務
行
政
*
路
地
大
学
公
開
附
議
後
れ
絞
殺

的
平
日
月
に
牢
amH
治
一
一
浄
化
事
業
特
ァ
ン
ュ
時
的
増
発
と
最
終
電
車
内
増
発
年
目
H
月
に
着
工
し
ま
し
た
む
絞
年
度
は
動
を
展
開

L
、

点

線

機

的

除

問

問

M
m
餓
閣

に
持
し
幾
援
を
品
重
ね
て
き
ま
し
た
α

そ

め
H

精
巣
、
操
教
育
設
民
会
か
旬
、
日
年

間
附
山
江
川
訂
一
間
的
意
向
だ
不
さ
れ
ま
L
た
の

で
、
表
年
度
は
、
用
地
内
確
保
に
万
全

を
期
す
考
え
む
ず
ω

市
民
体
育
館

今
年
度
中
に
用
地
買
収

惜
別
飢
山
内
強
い
袋
一
叩
百
に
ん
仙
ら
え
、
新
卒
役

蜘
隣
村
閥
均
波
紋
儲
制
約
湖
や
北
地
以
に
つ
い

て
は
、

L
W端
山
崎
町
れ
み
ゲ
ヰ
削
減
ノ

i
J
と
し

て
定
め
、
醐
腿
村
モ
デ
ル
い
お
義
的
計
昂
闘
を

策
定
し
て
い
き
ま
す
ム
ム
好
球
地
尽
に

つ
い
て
も
、
袋
行
柄
拘
同
世
笠
一
帯
計
蔚
を
制
開

立
す
る
去
っ
え
で
す
}
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j
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に

建

設

市
民
叫
に
州
市
一
揖
し
た
将
人
保
陣
地
サ
ー
ビ

ス
受
給
公
約
一
心
行
う
終
点
と
な
る
保
健

一
殺
し
ま
す

d

開州北山
u
n

総
助
事
務
と
し
て
挟
紛

と
い
ま
す

r

す
で
に
総
本
設
計
は
決
定
し
、
今
日
間

は
、
同
州
年
度
に
実
械
設
計
、
泣
成
工
事

を
行
い
、
山
地
築
工
事
は
訂
e

出
品
年
終
的

2
か
年
継
続
事
業
で
取
り
組
み
ま
す
れ

約
1
2
8
0
子
十
灯
、
ぃ
、
日
郷
市
中
熱
波
約
3

簿
。
。
千
万
川
門
的
山
内
引
い
幽
ふ
ど
も
っ
て
昨
年

度
建
設
、
路
年
4
院
議
オ
!
ブ
ン
を
円
減

に
進
め
て
い
き
ま
す
ε

今
後
司
在
人
福
祉
絞
茨
に
つ
い
て
は
、

収
拝
施
司
時
的
保
護
絡
比
明
か
ら
地
域
笠
公

的
保
冷
施
策
へ
の
転
換
え
」
湿
り
、
い
は
押
民

参
加
の
も
と
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

み
ど
り
鼠
定
員
約
名
で

6
月
オ

i
プ
ン

新
年
俊
は
‘
経
荷
台
仁
村
す
る
叉
臨
時

令
制
伎
を
災
絡
し
ま
す
沿

ま
れ
~
、
制
引
い
押
桜
山
り
お
誕
生
泌
総
ぷ

と
り
附
附
い
は
司

G
Q
H
T訟
ω叫
山
町
長
て
附
附

闘
を
r
T
4
%
し
て
い
ま
す

b

な
お
、
山
間
後
幹
的
山
一
試
労
川
町
哨
戒
に
つ
い

て
も
就
労
の
勾
を
総
m
M
L
、
役
会
一
市
駄

じ
参
加
で
き
る
よ
ろ
に
し
ま
す
ね

が
生
じ
て
き
ま
し
た
も
の
…
と
か
ら

総
本
人
口
、
施
設
地
中
町
軒
検
討
雨
を
見

室
L
、
新
た
に
長
期
的
な
日
米
計
百
一
を

作
成
し
ま
す

L

あ
わ
せ
て
、
本
市
と
取

子
市
主
的
介
芭
に
法
つ
主
、
取
子
市
小

堀
池
区
キ
牟
市
本
沖
地
車
業
給
水
ぽ
一
域
に

山
内
入
い
た
し
ま
す

北
半
緩
広
場
木
地
問
企
難
問
凶
の
ホ
滋
刺
割
当

詑
紛
糾
問
的
水
制
剣
山
汁
ゃ
い
つ

ゆ山を
uu絞
に
、
山
は
品
べ
以
内
泌
品
開
州
吋

町陥叫
mf本、

双
お
い
、
町
本
線
が
材
陣
閑
却
さ
れ
ま
し
た

6

事

業

概

要

時
掘
設
磁
設
と
し
て
は
、
榔
問
調
怒
締
約

た
め
の
蕊
水
管
台
市
設
工
事
や
有
設
中
向

上
の
と
め
の
ん
叫
災
工
事
と
し
て
の
配
本

音
事
設
住
E
事
、
さ
ら
に
、
災
芹
対
策

と
し
て
、
制
山
本
批
判
漏
出
を
お
さ
え
る
と
め

め
仕
掛
究
め
滋
校
、
水
質
問
同
士
の
た
め

め
お
法
冷
な
ど
を
，

T一
止
し
て
い
ま
す
υ

今
後
と
も
昭
党
'
げ
い
技
会
合
徐
行
押
さ

C
Mは
か
下
全
治
ふ
ー
ん
上
二
川
町

)

3

e

i

ミ

l

i

I

沼
町
制
門
別
掠
・
輪
開

f
沼
市
議
会
定
例
会
が

3
月

3
R
に
際
か
れ
、
国
閥
畿
、

渡
辺
慈
芝
市
長
が
、
萩
年
度
的
施
政
方
針
を
鴻
べ
ま
し
た
も
二
部
中

で
あ
E

世
は
、
一
一
一
期
吉
出
し
め
く
く
り
の
年
と
し
て
施
策
を
総
括
す
る

議
味
か
ら
、
談
孫
子
駅
前
抑
制
市
改
造
事
業
、
手
賀
沼
の
水
禁
浄
化
、

域
紛
綴
棺
視
線
化
的

3
点
争
議
援
要
課
鋭
と
し
て
、
積
極
的
叫
に
窓

η
緩

む
淡
殺
を
永
し
ま
し
た
の

ま
た
、
予
線
機
内
叫
に
あ
た
っ
て
は
、
恥
問
時
眠
出
総
金
化
後
間
開

η
つ
つ
、
術
開
民
生
活
的
除
ふ
、
市
開
比
一
鴇
誌
の

光
療
を
附
刷
、
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
絞
淡
的
中
小
、
、
持
制
桝
問
、
倒
糊
川
恨
の
流
機
お
よ
び
骨
一
鴻
悶
附
滋
泌
総
の
滋
後
を

綴
一
点
線
開
雌
と
し
て
い
ま
す

U

さ
ら
に
、
対
話
と
参
加
を
総
糊
酬
と
し
て
治
政
緩
淡
い
い
敗

η
紛
れ
わ
決
綴
骨
蜘
税
関
す
る
と
と
ゐ
に
、
繍
織
の
織

方
向
凶
論
告
具
体
約
な
鮮
で
爽
町
試
す
る
一
つ
の
泌
総
と
し
て
、
コ
ミ
品
一
一
…
T
ず
行
数
令
綴
カ
に
叫
撒
鴻
織
す
る
帯
都

向
在
開
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
今
間
同
位
、
ふ
開
設
の
線
放
方
針
を
盟
申
約
し
て
紹
介
し
、
あ
わ
ぜ
て
粕
制
緩
地
胃
炎
会

と
水
道
事
業
的
施
政
方
針
吾
お
銭
ら
せ
し
ま
す
心

な
お
、
定
例
会
の
出
呂
以
降
の
予
定
は
、
同
廷
が
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
と
品
構
築
土
木
繁
刊
誌
委
員
会
、

口
氏
か
町
四
日
ま
で
は
予
算
警
護
持
制
剖
委
員
会
、

n
sが
水
害
対
策
調
査
特
別
委
員
会
、
日
出
口
H

が
最
終
混

と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
か
、

議
立
す
る
式
的
、
川
川
町
刊
九
年
ま
で
の
水

心
市
桜
紙
朝
刊
記
い
か
定
附
さ
れ
、
品
山
附
成
日
間

241 
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負
担
金
納
付
は
6
月
か
ら

土
地

1
平
方
針
に
つ
き

4
0
0
円

手
賀
沼
な
ど
の
環
境
浄
化
が
叫
ば
れ
て
い
る
お

η
、
市
で
も
公
共
下
一
白
山
、
持
、
寿
町
一
部
地
域
、
布
佐

一

水

道

の

建

設

を

着

々

と

進

め

て

い

ま

す

。

一

円

一

部

地

域

な

ど

、

現

慌

の

公

共

下

水

こ
れ
に
伴
い
、
昨
年
条
例
化
さ
れ
た
受
益
者
負
担
金
制
度
が
今
年
4
一
道
認
可
済
計
画
区
域
3
8
4
ヘ
ク
タ
l

一
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
公
共
下
水
道
の
整
備
に
よ
っ
て
利
益
一
ル
(
全
体
的
約
6
分
の
こ
を
す
べ
て

一
を
受
け
る
方
か
ら
、
事
業
貨
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
一
鮭
備
す
る
に
は
、
約
剖
憶
が
見
込
ま
れ

一
制
度
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
一
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
費
用
は
、
市
内

ま
た
、
対
象
地
区
の
み
な
さ
ま
が
た
に
説
明
会
を
催
し
ま
す
の
で
ご
一
予
算
を
は
じ
め
、
悶
や
県
か
ら
の
補
助

一

参

加

く

だ

さ

い

ロ

一

金

に

よ

っ

て

ま

か

な

わ

れ

て

ま

す

。

が
原
因
だ
と
言
わ
L
て

い

ま

す

。

公

共

(

円

グ

ラ

フ

③

害

問

、

)

下

水

道

で

住

み

良

い

街

こ

品t

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
区
で
は
し
受
益
者
に
…
部
負
担
を

昨
年
4
月
、
手
即
日
沼
流
域
下
水
道
が
尿
だ
け
で
な
く
、
洗
濯
木
や
台
所
内
功

2

4

運
転
開
始
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
白
山
、
も
、
干
水
管
を
通
し
て
布
佐
地
先
の
流
公
共
下
水
道
内
整
備
に
よ
っ
て
快
適

緑
そ
し
て
寿
町
一
部
の
地
域
で
、
公
共
域
下
水
道
終
末
処
理
場
で
き
れ
い
に
す
な
生
活
環
境
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
土

下
水
道
が
使
え
る
よ
フ
に
な
り
ま
し
た
。
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
の
栖
値
が
高
ま
る
な
と
の
利
益
を
Z
4
1

こ
れ
に
よ
り
、
対
象
地
域
の
皆
き
ん
こ
の
よ
う
に
公
共
下
水
道
は
、
住
み
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

が
水
洗
ト
イ
レ
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
良
い
街
づ
く
り
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
下
水
道
受
益
者
負
担
金
制
度
と
は
、

り

、

快

適

な

生

活

が

で

き

る

だ

け

で

な

も

の

で

す

。

こ

の

利

益

の

一

部

を

公

共

く
、
手
賀
沼
を
は
じ
め
と
し
た
河
川
吐
下
水
道
に
は
多
額
の
費
用
が
下
水
道
連
設
費
の
一
部
と

ど

の

浄

化

も

い

っ

そ

う

進

め

る

こ

と

カ

し

て

負

担

し

て

い

た

だ

く

で
き
ま
す
。
子
賀
沼
町
汚
染
向
的
8
割
下
水
道
の
建
設
に
は
、
多
額
の
費
用
も
の
で
す
。

は

、

わ

た

し

た

ち

の

出

す

家

庭

雑

排

水

が

か

か

り

ま

す

。

こ

の

制

度

は

、

昭

和

田

一白

摺
グ
ラ
フ
⑧

年
内
第
3
厨
市
議
会
定
例
会
で
条
同
化

さ
れ
、
こ
と
し
4
月
か
ら
実
際
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

負
担
金
は
、
土
地
1
平
方
灯
に
つ
き

4
0
0
円
で
す
。
ロ
固
に
分
前
L
、
年

4
回
納
付
で
3
年
間
で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
第
1
回
納
付
は
6
月
で
す
。

み
な
さ
ん
の
負
担
金
は
貴
重
な
財
源

で
す
。
建
設
省
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、
昭

和
田
年
度
の
受
説
者
負
担
金
制
度
採
用

都
市
は
、
3
4
8
、
徴
収
額
は
1
4
6

憶
に
達
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
円
寺
」
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

説
明
会
に
ご
参
加
を

受
読
者
負
担
金
制
度
な
ど
に
つ
い
て

説
明
会
を
行
い
ま
す
。
各
自
治
会
を
通

じ
て
連
絡
を
行
い
ま
す
の
で
、
出
席
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
都
合
が
悪
く
出
席
で
き
な
か

っ
た
方
や
市
外
の
万
に
は
、
止
の
日
程

で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

争
3
月
叩
日
(
火
)
午
後
1
時
却
分
か

い
り
市
民
会
館
で

争
3
月
白
日
(
水
)
午
後
1
時
加
分
か

句
中
央
公
民
館
で

一
V
問
い
合
わ
せ

…:市
i

泳
遁
:
課
:
:
一

一
泊
一

1
h
r
Hえ
子
充
義
子
詰
言
ふ
m
h
F
こ
ご
昼
間
を

F

面
n
一
I
・22r寸，
h
a割

M
F
4哩
E
Z二
‘
干

'rf'念
式

U
Z
A
曹、、
lwzzt刈
21・

一

5
月
3
日

i
m日、
e
4
つ
の
近
代
化
。
を
め
ざ
す
中
国
と
交
流

一
昨
年
4
月
の
第
一
回
市
民
訪
中
団
日
中
車
内
架
け
僑
と
す
る
た
め
に
派
京
1
7
0
0
円
②
波
紋
草
書
守

一
は
、
大
き
な
成
果
を
お
さ
め
ま
し
た
。
遣
す
る
も
の
で
す
白
0
0
0
円
③
任
意
の
海
外
旅
行
保
険
料

一
今
回
は
、
農
業
を
基
礎
に
、
工
業
i
第
二
回
日
中
友
好
我
孫
言
語
字
国
査
証
料
3
2
0
0
円
安
物
、

一
キ
尋
き
手
と
す
る
大
原
則
の
も
と
に
、
中
団
派
遣
実
討
委
員
会
ア
ル
コ
ー
ル
代
⑥
授
航
書
類
取
得
科
1

一
今
世
紀
中
に
、
農
業
、
工
業
、
科
学
阜
市
訪
中
予
定
と
訪
問
都
市
2
0
0
円
⑦
旅
券
代
8
0
0
0
円
ま
た

一
技
術
、
国
防
の
凶
つ
の
近
代
化
“
昭
和
町
年
5
月
3
日
(
月
)
1
5
月
叩
は
4
0
0
0
円
⑧
そ
の
他
間
人
的
費
用

一

実

現

に

膏

関

し

て

い

る

中

華

人

民

共

日

(

月

)

の

8

日

間

一

切

)

一

包

囲

を

訪

問

し

ま

す

。

香

港

昆

明

・

佳

休

・

広

州

V

問

い

合

わ

せ

と

申

し

込

み

一
こ
れ
ら
の
大
事
業
に
携
わ
る
中
包

V
人

数

制

名

前

後

企

画

部

秘

書

課

一
の
人
々
と
、
我
孫
子
市
民
と
の
対
話
、

V
旅
費
出
万
7
千
円
(
た
だ
し
止
の
(
株
)
日
本
交
通
公
社
団
体
旅
行
千
葉

交
流
を
は
か
り
な
が
ら
、
郷
土
づ
く
も
の
は
旅
費
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
①
支
出
拍
中
国
家
E
0
4
7
2
1
m
l
3
8

り
、
国
づ
く
り
の
姿
を
と
も
に
学
び
、
空
港
使
用
料
マ
成
田
2
0
0
0
円
、
北
1
1
i
3
相
当
マ
魚
地
下
山
小
暮

%
=
=
=
=
一
一
三
=
=
=
一
三
三
三
一
口
=
一
一
三
=
一
一
あ
び
こ
あ
れ
こ
れ
三
=
三
=
一
一
一
三
三
一
三
三
一
三
一
一
一
三
一

川

‘

あ

い

さ

っ

す

る

渡

辺

市

長

。

右

上

は

菊

池

さ

ん

U
H

，
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 盤事事聾
=長寿大学一

4学習風景

昭
和
町
年
度
(
第
9
期
生
)
同
募
集

を
行
い
ま
す
。

心
出
世
か
に
生
き
、
そ
し
て
友
と
楽
し

く
学
び
語
り
合
い
た
い
と
考
え
て
い
る

方
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

争
主
な
学
習
内
容
*
現
代

社
会
を
理
解
す
る
*
体
と

心
的
健
康
*
人
間
関
係
*

郷
土
の
歴
史
や
文
学
*
社

会
見
学
や
研
修
旅
行
*
地

域
活
動
に
お
け
る
リ
!
タ

ー
と
し
て
の
心
得
な
ど

争
学
習
年
限

4
年

争
主
な
学
習
場
所
湖
北

学
習
室
(
湖
北
支
所
裏
、

一
元
湖
北
小
学
校
跡
)

線灘隊第義援車
下水道受益者負担金制度

可P

、-びあ第5叫号

骨
募
集
人
且
岡
山
叩
名
(
先
着
順
)

争
参
加
費
年
間
3
0
0
0
円

受
胎
募
資
格

1
、
年
齢
日
歳
以
上

(
大
正
6
年
4
月
1
臼
以
前
生
ま
れ
)

で
市
内
主
住
の

H

2
、
4
年
間
桝
続

し
て
参
加
を
希
望
す
る
方

3
、
定
軌

を
持
っ
て
い
な
い
方
。
以
ト
い
の
項
目
に

該
当
す
る
方

争
応
募
方
法
白
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
カ
ナ
)
、
男
女
の
区
別
、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
を
明
記
し
、

3

月
四
日
(
消
印
有
効
)
ま
で
に
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

争
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
新

聞

H

長
#
大
学
受
付
係

世
田

1
0
5
1
5

242 

中学校就職生徒壮行会

ひ
と
足
先
に
社
会
人
と
な
る
中
手
校

卒
業
生
を
励
ま
そ
う
1
3
月
4
日
、
中

学
校
就
職
生
壮
行
会
が
教
育
長
員
会
同

主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
と
し
は
、

市
内
1
4
0
0
名
の
中
学
校
平
業
生
の

う
ち
、
幻
名
が
就
職
の
道
を
選
び
、
こ

の
司
は
泣
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
就
職

先
は
、
近
隣
町
会
社
に
勤
め
る
し
力
が
多

く
、
美
容
師
や
調
理
師
を
め
ざ
す
方
も

何
人
か
い
ま
す
。

市
長
や
教
育
長
ら
の
励
ま
し
の
一
一
一
目
菜

が
あ
っ
た
後
、
此
終
生
か
代
表
し
て
山

山
中
町
菊
池
華
代
さ
ん
が
「
迷
っ
た
末
、

無
目
的
に
必
校
へ
行
く
よ
り
も
子
に
殺

を
付
け
た
方
が
良
い
と
与
え
、
実
存
附

の
道
に
進
み
ま
す
。
判
米
は
山
砕
か
」
り
も

好
か
れ
る
院
を
持
ち
た
い
」
と
決

E
を

述
べ
ま
し
た
。
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No.3 り健康管理諜だよ

本年度の一般住民結核鰭康診断を裏面白組のとおり実施

いたします。

この鰭診

職場等で受

受扮してください。

なお、婦人がん検診も河特に実施いたします。

昭和57年度一般住民結核鍵豪診断のお知らせ

、法的に畿務づけられたものですので、学校、

ていない方法、都合のよい合場を選んで必ず

理課

) 508 
管議億

85-

き

と

叫
九
日
一

w

住民・卒業所・会
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本議
旅の
の的

問塑

出主)

関)

隠)

絞めとき)

長誌のとき

絞めとさ

絞めとき(

2.最古 婚(

4降Fl!然流産(

6. よ長 i宝E童数 ( 

器. 長主?悲のう子主主 { 

長誌のとき

諸誌のとき(

織のとき(

1.争D 紛(

3.務総{

5. 人Jこや系金

7 

合. チ去の子主主ごn寺の*(7)年齢

10. 1l1ti.去の品百人待望誌迎、 お1)・なし

11.隊絞め一時党主主怨、 あり・なし

12.ヂやlij(7)紛れ あり・なし

歳
歳
回
出
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ない
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受診の注意事嘆

ア恥スラックス(ズボン)の完昔話りまさけてくどさい。

イ.ミミ認前ょっE遂のおもじようはさげてください。

ウ.生議9-ま壬緩やでもさしっかえあワません。

結果の通 知2. 

。検診を受けた1iで、 3j殿飼たっても述絡がない方は異常あり 3主性ん。

主再?住なし

治療不要

善要 療

事実

(この繋は1i年間保存いたしますので祈りまげた可丸めたワしないで下患い〉

皆線本日iま弾事苦労さ;fでした。

この検交は「異常なしJ の幸古来を禁罪待し、安心できるためのものそすから、お気軽lこ受

診し、又毒書架'a::j寺つ持母もあまり深刻にならないで下さい。

、検出華道療はおく米主立の%"佼入れられて緩今日の医学の主交うたま認を行〈後診方式が取

、手術での小さい瀦で、も見つかる怖が少なくあワません。妻警護主;淡の人で初業譲発言が交っか

全快した多数の人波が?と安えっ::'1ぬいておワます。

ところで女性に絞も多い燃は子宮穏と胃癌です。そのそ子被燃の90%以上を占めるのが、

子宮翌員総で、水日行・った倹診はこの子宮頚f留を検出ずるもので、す。子宮頚滋以外にも女性

のかかる務はありますので、少しでも自党症状がJうれば.員企擦のl匁療機関で受診寸る淑'1ft

をつiすましょう。
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長官

※紛人科会ィ受診される方i土、スラックス綴

'â:~，tで、必ず受診しやすいスカートで

ままいで下さい。

※胸部X線のみを希望する方辻、午前やは

i民み会いますので、午後をご利用下さい。

ぷL
;z;ミ畏!I 29日

4演施時間険

胸 部 X 線

t予約 9:30-11:30 

午後 1:30-3:00 

午前 9:30-11:30I 午前 9:30-11:30

婦 人科

午前 9:30-11 :30 
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主主

※検診主持2えひt受診芸書iま会場が1昆み会い;fi"

ので、必ず~~ちで記入し、他人iこ i議選禁 'â:

かけないようにして下さい。
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。畿問診今 〕
*ブレハフ主主当きくそ3議襲 '10望書
在~1 章子〉象しPG総務著者1.1し

接話事5シンブ)[，ベッド本物援護注

意去主総みミシン*ス守1ノ

⑤縫ってください令

*1:1
'
)隊問的地集*コピー争議

*べ、ツト綴ご*話事λ紛滋

車電車

...申し込み

い主主宇奈子霊禁事義友の会W て7以来五去さ

仁会妻妻宅を務総していますG 紗悲鳴

から初段(J)ヱヨ務1士、持iこ女緩や理学

生の万の入会長絞殺します。

惨練習臼 鐙望書襲撃守主的9跨か

ら午後4il寺3腕さまで (2主主月仁 守

護主主在校霊童技会を害義織〉

P襲警獄 中宍公民総

(鍾走資産謹税台綴の縦覧 同機らか月で2脚的
で一一一一一一一一ーだ円竺烹ノ 惨串し込み >tllEll宮82-2037、

沼紛鈴鹿霊の包定策墜i発令義雲市 井町82-4総3

計言語絞については、ら月!こがj密主主義 パ平瓦石τ
知審者側りし附万、これに然 哩重型望警部会員募
ガけて言葉桜霊会主義必整走路を行い欲移。 害警の楽ししミLlJ総務授、ごー錯し

El分(J)霊室主笠装警絞め線価1，まどのく さません方。初l配者大震究鴻です。

らいに主主っていめ尤~りだい方、 ...申し込み先 我孫子F寝室芝w娯楽

さまえまぎを年中1こ土地、鋭意護主霊童怒資 1m窓泌総央官82-4744へ。 31'ヨ来

線こ季事務のあっ絞主主毅授は、ざひ きまて?にあ閉し込みく絞浅い。

;JZrTZ72:一種開埜哩盛瞥〉
で。善幸罪悪i謹守喜三8号事305ラから午後 窓外移絞殺学皆5霞ぜる方1芸、ぜひ

5!i事務で、ゴ:慢襲81立正午まで と:茶話量く7:!せきい。

惨事案要事場量税務望校露軍 砂B絡 3跨19Eヨ〈議室〉午後δ草寺ti
この台犠!とま致委譲さされ主主!窪怒なと三 ぞう99寺まで

i二重要議がある1暴主主{ご娘、 48306 ...~韓F時 紹子ち中災公務総ひ8if役
絞で1と文書でお主主要要望警護事筋綴王室霊 話可淡〉

機会へ穣遂の喜毒求老ましてく正ささい。 券金銭 高妻金鍾郡広報機隠語警官以

炉問い合わせ 霊童税繰 72-23ゃ2251 塑騒路支)懇望控室意思尊

(16ミリ線写機操if議議会〉 要安部閉03-359-8281
1 ニ「二 一三工三万士た;:/ 1>穆住でおる器臨 tJナデオ……;ス

主主宵雪撃機会e.:1;J:、11¥ぐmE発!と燃 トラリヨコ ブぞう三!)し.)7)レゼンヲー

隠覚ライブラソ (J)後将軍事主将校 ン‘ボ1)t::P"ラて1)0イ

制局してい主主之さく左きめ、 16ミリ映怒 炉建尭華麗上映 "IJナダからの手経J

線機{芋議室室主主を行いさます。 1議文?

紗翼喜正ヨ 3月278(二口午後1善幸 一一ー

搬出時計、四脳出 f …←一帯
土子宮司9住専紛分から午後ぞう害事法でおト円円割ι

1 '82 叡i級交:it~装公演
2凶悶 | 

同所糊繍第4"務らお総 l 土

塞 i 、イ'1'.グ)1降伏lょ、去来を兄つ
惨募集人義主 泌をろ〈侃募警季最重授ぬい-

同庁J也、あげる人織の詩l!!~.' 
滋会!a:1由選、事自然I;i;議長Eで連絡し 1 ，ピル

い削指fド長埠i6J *1ちi高校々本
j 務引 いム

1設鈴木是枝、九111終久ほか
砂応募方法 ハガ午!こi主主訴、氏名、 1.

1'"臼隠 3丹2l!HII)午後 21時1111
縦約滋号、 EE王手8白、路号機長買体 にー一一

| 広樹〈長時襲撃の護憲会〉を望号喜召し、 殺孫子 l'二
i券入様車ヰ k人1500円‘附主索以

fちま発淡さ子1筏 5ffi民会館内核燃警察長義仁二二
11'1OOOf'] (うを闘織布}

会設会害空襲等緩まで (3符ヨ;然 1.:...:.:.: 
行D主主会館名勝藤莞究書〉 γ ，--

話通事担幸吉哀百)1 物 語
一一一一一一一一……一一一一一-1 アツ1)カの幸子烈なk内然的中で、

気紛こごき塁後〈えざささし」 い … ーは之ファミ 1) の生活苦ドヂ:;-?に簿

惨際総ヰ碍21日〈如、 6出 91，北 Ltcl開怖の作品f

く料、 6月16日〈初、ア汚 1...日時 :l jj 28日間引開1

21吸いjく)、 8月"18BOJO、 9 ， l(時 !nlH 時

河初日(火〉、午邸主総絞ら午後|惨入場税制約{全自由席)

3時訟で !砂」ニ殺害事罪事 l 時間ri~サ
惨場所 巧発良妻雲(市役所〉 滋匂%、 j車道によりノートのブレ

砂格談F号室主 総然、街髄設の草華社主

務総選宗湊a議主位、その的

あ び で'
、園面

騨鐘盤輔謹謹蝿
事事後からお子さんを守るだめ、

ツベ)[.，イヌソン綬浴後遺〈事of哀軽重機

診断〉およびBCG予言車盗軽重管、

下の表の弱者議官プiすいます。

1>対象 主主後3m著から4歳未満

て?守票霊ちツベ)[.，クリンI託販機宣お

よと18CG予紛販機後還をけていな

い熱烈告さ

I>SCG予防援護を重量17吃はいけ

ない人 本安芸黙している人法創立

箸しい鍛護憲謀議警警の人*)~\fi!華町慾然、

懸 務審霊意義誇撃のある人*十墨絵(J)

5手殺さ量系祭器替、のああ人*京ん主主絞

めさ量耳韓民!とかかっている人

ツベルクリン主主総{謀、ヨラミ子さ九1

の体に結扱欝11空襲入しているガど

うか曜を議事べる幾重量です。 BCGlct

ツぺんて71)ごノ反f，1J佳性一澄じ約し，ピ

浅草重し、長率害虫歯fご対する免疫宅をつ

け、その後!こ機入してくるでおろ

う車喜怒菌|こぶる発車需を録ぐ't-~百主要

惑です。なるべく小さしミうちにう

けてく丈ささい。

認疑者調人菱重要若はさいあげを女ttんので、

長静子学全設を忘れず!こ持寄書して、霊登

寄りの妥当嬢で受けてく去さ浅い修

俸のコド翻樹元主方たちのだめ1::'、

/\ザ竜王行い~す。

自併用B 3防総務 (Eヨ〉午前")C総

力ら

修i器獄中5l<公民主務

きゅ~聖霊 亥E嘉手〔コ-9
'
)……1)ラブ

診餓い合わせ尾上告i総 3151

砂白書寄 考2ちをき(アド〉午後6絡が

ら (6華寺3令長?を表で「爽物事政ムヒ堅実〉
惨著書斎 F訂後J訓官3階大会議室芸

加害舞鶴 東主主双子機秘文学→設予も

手立学書支援磁畑議決然主主

1>護費量車 外嬉叙急色幼襲来さ主主主

炉問い合わせ 主主主系予CP5l<罪者院
宮 88，017"1

主主:亙亙望7年
つぎのとおりO:!.Eしぎし役。

かE春闘 午後守幸幸30分~2害警ぬ分

唾融持綴はやめよ骨
E言f義務革草草護襲察の受払いlこ綴ぬ

れています。基盤tちんガ受診しだまま

空襲衰の7習jは関係書誌役場，祭から

じむ箱別愈によりぎを総ねれています。

E罰様鯵i箆:は、 15--(J)総務〈病気

やケ7:1)1之事事えて、 E当時識からお金

く総事実菩主〉を出し合いE鈎や織広ど

からの終日君主註と合わせて、

0)"5芝めいに当てられるもので診。

このだめ、 守人のE霊祭事誌の綴織

が全体の波紋こ主主りさ表す。

市でl品、税斉警察Jt些務亡対してへ

li'lef手121'ヨi之さ護言診し役E霊療費をa尭〕

ら殺します。こ円以、滋段(J)重要

祭器患を明らだはでするごとによ

るつ、その時j震をより淡く後続して

いだだぐためです。〈主記録浮議線〉

圃堕構ロ ヘ
フルートとピアノによる ; 

第6酉サ口ン::Jンサート
*プログラム ドァブラ 、ン

ガリア底樹立7懇話語、メンヂルス、/

…ン a狩の数・ベニス的ずit司t・在

的;孜(綴雲寺歌集よ 1)) 、フ才…レ

シシリニ£ンヌ iまか 場出演 i詩的

事11註{総事事筒席フルート害者}

f寵洞克己(口ン，ティポーヨンク

ル第2f';!.l

快Eヨ鰭 4!"l10B(l:)午後，1U"I羽

i議

1>7¥著書科大人1000円 高苦渋lj'fJ.

1'7001'1 (.を自由席}

争主催 総務委警鐘会

⑫問い合わ綾子話会室宮

@入型車券(J)<!3，投め*北口ひらが喜撃

さ*努事霊童書活家予託手字選警告*ミヨ!li華華

全主主設市十一塁喜豊玉虫*':1、ジヴススヌ

*ζ日快公民総*子治安主役密室傘夜祭

会E宮内宮;5"ひろがるう"

砂潤い合わ枝 子警護境運送喜喜準喜重寅

雪量言葉町047254-5211

l附 : 1'; (6) 

事量三両事亙三成型 i
3月31日霊堂Y台数量護主書室主紡i上遂聖書

最近、綴言語!こそ三者変緩いたりする

い夜理ずらぢ縫えていを京ザ。

Lこのような行均以¥議室主轄のスピ

ード?とや翠転本数の滋主さめ、

ないへん危険です。 主主芸事、

のい1:::.ずら(ごよって警をひた:務総!と

ついては、 i宗主襲惹負担と主主り該。

1>ヨヨ重量い*務室itilこ右や切を霊童/)以

いで埼民主霊童撃におや籾宅正投げないマ

*悲喜!iJ(J)奔惣ボタごノそいだずらし，

毛主いで*諮初ではいて〉去さんi主彦つ

きEi5の安全烹者家主ちとだら遼

炉問い合わせ

宮03-(よれお30

事亙時匝画室ラち
lB白、かなりおく塁王室違反(J)密

機室電話ガ怒りさまでま。

産主藤違反!こより f際議員寝泊のF童

文浴び滋しとミ子どもが大ケヱゴを

f建設薬草間(こパザノつがう祭突

r罪逮主覇空襲商を避けて議議総司2

5ぞiご註1て対陶芸護衛と喜善5更し主主J 主主

どという畿放がしばしば発生し主主

です。まZ芝、言語数ぬとこぎ、消防擦や

ま主急E事の去をずに主主りぎ守合

違法毒主E革法、ぜひやめを安しようo

b整奪い合わせ

重iE
串我孫子宮範幸荘重量君主鑓聖書重要一将司微か

ら極絞めたぬ!こと 1万 313Plの署害

対1:1怒りZ去し段。

争ひよし会ぐごゴルフ{理好会〉擦が

ら逐祉の疋めにどこ10151弓o寄iヨガ

おり涼し定。
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